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　It is inside and to see the other side through a thing to be transparent.It is not vivid impression 
and is the such state that is in a haze.I think that I can let you be interested in the inside and 
other side by the how to see it.I propose construction to which the chance of a new discovery 
and encounter is given by the person who visits by establishing the commercial complex with the 
transparent construction from the above-mentioned thing.
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1. はじめに
　近年、買い物の仕方が変わってきている。
インターネットでのネットショッピングが当たり前に
なってきている事で、家にいながら大抵の買い物は済
んでしまう。
　そうした中で昨年 2012
年には多くの大規模商業施
設が建てられた。その多く
は水族館やホール、映画館
など様々な施設が併設され
ていたり、アウトレットの
ショッピングモールだった
り、ただ買い物が出来るだ
けではなく、付加価値のある
商業施設である。
　
　しかし、こうした大規模 な商業施設はどこにでも
建てられる物ではない。で はあまり大きな敷地を取
れない街中にはどのような
商業施設を作って行くべき
なのか。
　最近では大規模商業施設
とは別に、ものづくりや作
り手との距離が近いことを
売りにしている商業施設も
多く建てられている。また、
その多くは廃校になった
学校をリノーベションしたものや鉄道の高架下などを
利用したものである。
　
　こうした商業施設が現状としてある中で、建築とし
てこれからの商業施設に出来る事はなんなのか。
　それは訪れてもらう人々に、そこでしか出来ない体
験や発見ができる様な建築空間にする事でインター
ネットショッピングでは得られない付加価値のある買
い物を楽しんでもらえるのではないかと考える。
　
　こうした考えから、本設計では『透ける建築』とい
う空間操作を用いて、これまでに無い商業施設の提案
をしていきます。
2. 作品研究『境界面』
　建築において壁を湾曲させたり、一部分を切り欠く
事で奥へ視線を通したり、奥への繋がりを感じさせる。
また、柱が羅列された空間では細い柱でも幾重にも重
なる事で奥の見え方を不鮮明にすることができる。
　こうした境界面の操作をする事で、ひと繋がりの空
間でも奥の見え方を不鮮明にし、繋がりを感じながら
も空間を区切る事が出来る。
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3. 敷地
　敷地は中央区日本橋富沢町。現在は久松町児童遊園
として使われている場所であり、横には久松小学校が
建っている。また、この敷地の細長い形状は以前浜町
川が流れていた名残りであると考えられる。敷地は震
災復興小学校の特徴である公園と小学校が隣り合って
いる事で、地域のコミュニケーション形成の大切な場
所になっていると考えられる。
　こうした事から、地域の住民と外部から来た観光客
とのコミュニケーションの生まれるような商業施設を
計画する。
　　　
4. 設計手法
(1) 層
敷地を細長い 4 つの敷地になる様に分け、その敷地そ
れぞれを 1 つの層だと考える。
(2) ズレ
いくつかの階高を設定し、視線を横だけではなく、上
下に抜ける様にする事で今までは無かった空間どうし
の繋がりがうまれる。空間越しに別の空間が見える事
で、今まで興味の無かった物にも視線がいきやすくな
る
(3) 余白
テラスや広場などを多めに残す事で、外に機能が溢れ、
他店との関わりがうまれる。また、空地を挟んで店舗
を 2 つ借りる事も出来、使われ方の種類をふやすこと
ができる。
(4) 公園
敷地は震災復興小学校と一緒につくられた公園であり、
昔から地域のコミュニケーションの重要な場となって
きた。こうした背景から、これからは地域だけのコミュ
ニケーションの場ではなく、他の地域から来た人と地
元の人、他の地域から来た人どうしのコミュニケーショ
ン発生の場となる事を目指す。
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